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２－１ 水害・土砂災害のリスクと
区域指定について
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、「「水害・土砂災害のリスクと区域指定について」と題しまして、記憶に新しい令和元年東日本台風（台風19号）がもたらした水害・土砂災害、（水防法及び土砂法改正概要、）洪水浸水想定区域及び土砂災害警戒区域について、区域内での災害リスクについて説明いたします。
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水防法の沿革（堤防決壊時の映像）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは映像をご覧いただきたいと思います。これは、鬼怒川堤防付近の住民の方が撮られた映像です。（動画）家屋の２階の高さまで、激しい濁流が襲っています。水害から命を守るためには、早期かつ確実に、安全な場所に避難をすることが重要ですとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは国が公表している資料ですが，昨年の台風第19号による洪水被害状況です。関東・東北地方で計１４０箇所で堤防が決壊するなど，河川が氾らんしました。全国で死者85名，行方不明3名となっており，約21,000棟が全半壊等，44,000棟が浸水するなど甚大な被害が発生しております。
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水防法の沿革

近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し、想定を超える大規模な氾濫、水害の激甚化

が想定されます。このため、施設計画を超える豪雨が発生した場合など「最悪の事態」を想
定して、人命を守るとともに、社会経済被害の最小化を図るための対策を事前に検討し、準
備しておくことが必要となっています。

●近年の水災害の激甚化

●水防法改正の概要（平成27年5月改正）

このような背景の中、平成２７年５月に水防法が改正され、現行の河川整備の将来目標と

する「計画規模」の降雨を前提とした洪水浸水想定区域から、「想定し得る最大規模」の降

雨を前提とした洪水浸水想定区域を、新たに公表することになりました。

出典：国土交通省HP

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように近年の大雨や短時間降雨の発生頻度が増加しており，従来の想定を越える大規模な氾らんや水害の激甚化が起きています。このため，各施設の避難計画を越える豪雨が発生した場合など「最悪の事態」を想定して，人命を守るなどの対策を事前に検討し，準備しておくことが必要となっています。洪水などの水害被害を軽減するための法律が水防法です。水防法では，大雨時の水位情報の周知方法等について定められており，その一つに国と県が公表する洪水浸水想定区域というものがあります。
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水防法の沿革

Ｈ１３水防法改正
＜ 課 題 ＞ 局所的な集中豪雨に伴う中小河川の氾濫に対する情報提供体制

が脆弱
＜改正内容＞ 洪水予報河川を都道府県管理河川に拡大，浸水想定区域の指定

を新設

Ｈ１７水防法改正
＜ 課 題 ＞これまでの洪水予報河川は、「流域面積が大きい河川」に限定さ

れていた。中小河川では、的確な避難及びその準備を行うことが
出来ない。

＜改正内容＞水位周知河川の新設及び浸水想定区域の指定対象を拡大
※降雨の規模は、各河川で計画する施設の規模（概ね１／３０～１／１００）

Ｈ２７水防法改正
＜ 課 題 ＞洪水のほか、内水・高潮により、現在の想定を超える浸水被害が多発
＜改正内容＞降雨の規模を「想定し得る最大規模の降雨」の洪水に係る区域に拡充

洪水に加え、内水及び高潮に係る浸水想定区域の指定を新設



洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
対象とする河川が想定最大規模降雨によって破堤又は溢水した場合に、その氾
濫水により浸水することが想定される区域

洪水浸水想定区域図（計画規模）
対象とする河川が計画規模降雨によって破堤又は溢水した場合に、その氾濫水
により浸水することが想定される区域

洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）
氾濫水到達後、一定の水深（0.5m）に達してからその浸水深を下回るまでの時
間を示した図面

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）
洪水氾濫流により、家屋が流失・倒壊するおそれがある範囲

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）
洪水時の河岸浸食により、家屋が流失倒壊するおそれがある範囲

15

区域の設定

 洪水浸水想定区域は宮城県ホームページから閲覧できます

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kasen/ki-sins.html

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回公表した資料は一覧にあります5種類となります。１つめは、今回新たに作成した想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図です。２つめは、計画規模降雨による洪水浸水想定区域図です。こちらは、以前より作成し公表していたところですが、解析手法や周辺の地形状況を更新したもので再解析したもので作成しております。３つめは、想定最大規模降雨による洪水浸水の浸水継続時間を作成しております。４つめと５つめは、今回ご説明させて頂きます家屋倒壊等氾濫想定区域の（氾濫流）と（河岸浸食）になります。洪水浸水想定区域図については、今年の5月28日に告示し、宮城県のホームページでも皆様に周知させて頂いているところです。家屋倒壊等氾濫想定区域は水防法に基づく公表ではありませんが、避難計画策定の参考にして頂きたく、公表させて頂いております。七北田川やそれ以外の河川についても県河川課ＨＰで公表しておりますので、下記のアドレスよりご覧になれます。今回作成した資料は、洪水ハザードマップの作成にも基礎資料として用いられることになります。
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洪水浸水想定区域の確認方法

 県内の洪水浸水想定区域については、宮城県のホームページから確認することが
出来ます。

 国で公表している河川についても、リンクが貼られているので、ご活用ください。

 この区域を基にして作成される洪水ハザードマップについては、国の「ハザード
マップポータルサイト」より確認することが出来ます。

宮城県ホームページから抜粋

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kasen/ki-sins.html

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
県内で指定されている洪水浸水想定区域については、宮城県河川課ホームページから確認することができます。県ホームページでは、河川毎に洪水浸水想定区域図を公開しているほか、国で公表している河川についてもリンクを貼っているのでご活用いただければと思います。
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参考：洪水浸水想定区域図について（鳴瀬川）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
県が公表している鳴瀬川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）になります。赤色の範囲が5.0~10.0mの深さまで浸水が想定されている範囲、濃ピンクの範囲が3.0~5.0mの深さまで浸水が想定されている範囲、薄ピンクの範囲が0.5~3.0mの深さまで浸水が想定されている範囲，薄黄色の範囲が0.5m未満の深さまで浸水が想定されている範囲になります。



土砂災害の種類と特徴
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山から崩れた土や石が、水
と一緒になって強い勢いで
流れ下ってくる。

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）

急な斜面が一気に崩れる。
やや傾斜のゆるい斜面が、
広い範囲にわたってかたま
りのまま動く。

●主に下記の３種類に分けられる
●ひとたび発生すれば一瞬で人命や財産を奪う（激甚的）
●発生を予測することが困難（突発的）

土石流 地すべり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
土砂災害には，主に「土石流」，「がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）」，「地すべり」　の３つの種類に分類されます。「ひとたび発生すれば・・・」　人命に被害を及ぼしかねない恐ろしい災害であり，他の災害に比べて，発生の予測が困難な傾向があります。また、たとえば，河川の氾濫などは川の水位が上昇するなどで危険性が高まっていることがわかりますが、土砂災害は前兆現象がわかりにくく，突発的に発生します。
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